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（１）

令和７年度第２次連隊野営訓練
主な記事

１
面

第
２
次
連
隊
野
営
訓
練

２
面

連
隊
安
全
の
日
、
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｓ

３
面

人
事
往
来
、
昇
任
者
紹
介

４
面

フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

連
隊
は
令
和
７
年
６
月
26
日

か
ら
29
日
ま
で
の
間
、
信
太
山

演
習
場
、
日
吉
原
演
習
場
及
び

千
両
演
習
場
の
各
演
習
場
に
お

い
て
令
和
７
年
度
第
２
次
連
隊

野
営
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
野
営
訓
練
は
各
中
隊
計
画

に
よ
る
練
度
判
定
（
課
目
「
陣

地
攻
撃
」
）
を
実
施
し
、
じ
後

の
進
歩
向
上
を
促
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
た
。
ま
た
、

同
時
期
に
第
２
次
狙
撃
手
集
合

訓
練
及
び
第
２
次
斥
候
要
員
集

合
訓
練
を
実
施
し
た
。

第
３
中
隊
は
信
太
山
演
習
場

に
お
い
て
陣
地
攻
撃
を
、
本
部

管
理
中
隊
狙
撃
班
は
日
吉
原
・

千
両
演
習
場
に
お
い
て
潜
入
・

偵
察
に
引
き
続
く
敵
重
要
目
標

に
対
す
る
狙
撃
並
び
に
離
脱
ま

で
の
一
連
の
行
動
を
演
練
し
て

練
度
判
定
を
実
施
し
所
望
の
成

果
を
得
た
。
ま
た
、
第
２
次
斥
候
要
員

集
合
訓
練
で
は
潜
入
に
引
き
続
く
敵
情

偵
察
を
練
成
し
、
各
要
員
の
練
度
向
上

を
図
っ
た
。

第
２
次
連
隊
練
度
判
定

（
第
３
中
隊
及
び
本
部
管
理
中
隊
狙
撃
班
）

敵
情
偵
察
に
向
か
う
斥
候

打合せをする狙撃手

攻撃前進

隊容検査

攻撃を行う３中隊

射撃態勢をとる狙撃手 対抗部隊（５中隊）
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こ
の
た
び
、
第
74
期
３
尉
候

補
者
課
程
に
入
校
し
約
３
カ
月

の
貴
重
な
学
び
の
機
会
を
い
た

だ
け
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
入
校
中
は
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
経
験
豊
富

な
陸
曹
長
の
同
期
と
と
も
に
過

ご
し
、
多
く
の
刺
激
を
受
け
な

が
ら
自
分
の
力
を
試
す
貴
重
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
49
連
隊
の
勤
務
で
得
た
経

験
や
知
識
を
活
か
す
場
面
も
多

く
、
周
り
の
支
え
が
あ
っ
て
こ

そ
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

フ
ル
部
隊
か
ら
参
加
し
た
同
期

に
も
決
し
て
劣
ら
ぬ
意
識
と
姿

勢
で
教
育
に
臨
み
、
自
分
な
り

連
隊
は
令
和
７
年
６
月
７
日
、
ア
ピ
タ

岡
崎
北
店
（
愛
知
県
岡
崎
市
）
で
開
催
さ

れ
た
「
働
く
ク
ル
マ
展
」
に
お
い
て
車
両

展
示
を
行
っ
た
。

働
く
ク
ル
マ
展
は
警
察
や
消
防
を
は
じ

め
と
し
た
近
隣
の
官
公
庁
の
車
両
や
大
型

農
業
機
械
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
連
隊
は
高
機
動
車
を
展
示
し
て
、
車

内
の
公
開
及
び
隊
員
に
よ
る
説
明
等
を
実

施
し
た
。

会
場
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
駐
車
場
に

自
衛
隊
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
休
日
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
見
学
者
が
訪

れ
、
試
着
用
の
制
服
を
着
て
車
両
と
写
真

を
撮
る
な
ど
、
大
き
な
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

（２）

働くクルマ展支援

連

隊

安

全

の

日

踏
ま
え
、
熱
中
症
の
症
状

と
予
防
法
及
び
患
者
発
生

時
の
救
護
要
領
に
つ
い
て

衛
生
小
隊
が
教
育
を
実
施

し
た
ほ
か
、
普
通
科
中
隊

が
５
．
５
６
ｍ
ｍ
機
関
銃

及
び
小
銃
実
弾
射
撃
時
の

火
器
の
特
性
を
含
め
た
危

険
事
象
の
紹
介
と
、
実
射

訓
練
に
お
け
る
安
全
確
保

に
資
す
る
教
育
を
実
施
し
、

隊
員
個
々
の
安
全
意
識
の

高
揚
及
び
安
全
管
理
に
関

す
る
識
能
の
向
上
を
図
っ

た
。

連
隊
は
令
和
７
年
７
月
２

日
、
連
隊
安
全
の
日
を
設
定

し
て
、
所
属
隊
員
に
対
し
て

安
全
管
理
に
係
る
教
育
を
実

施
し
た
。

本
教
育
の
目
的
は
所
属
隊
員

の
安
全
管
理
意
識
を
高
揚
さ

せ
る
と
と
も
に
、
陸
上
自
衛

隊
に
お
い
て
過
去
に
発
生
し

た
事
故
等
の
風
化
防
止
及
び

過
去
の
事
故
事
例
を
共
有
し

同
種
事
故
等
の
未
然
防
止
を

図
る
も
の
で
あ
り
、
本
年
度

は
１
回
目
と
な
る
。

今
回
は
時
期
的
な
特
性
を

アピタ岡崎北店

V

o

i

c

e

S

３
等
陸
尉
に
昇
任
し
て

第
３
中
隊

３
等
陸
尉

星
野

俊
二

に
全
力
を
尽
く
せ
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

こ
の
経
験
を
通
じ
て
49
連
隊
の
陸
曹
が

更
に
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
も
ら
い
た

い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

幹
部
と
し
て
任
官
し
た
今
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
態
度
で
職

務
に
励
み
、
後
輩
た
ち
が
「
自
分
も
幹

部
を
目
指
し
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な

明
る
く
楽
し
く
前
向
き
な
職
場
環
境
を

築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
率
先

垂
範
を
忘
れ
ず
、
ど
ん
な
任
務
に
も
誠

実
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
し
っ
か
り
責

任
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【上】珍しい自衛隊のクルマに乗れて楽しいな
【右下】愛知地本ブースとともに自衛隊をＰＲ

熱中症予防教育

機関銃射撃時の安全教育
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第
３
中
隊
へ

２
尉

山
本

洋
平
（
岐
阜
地
本
・
岐
阜
）

曹
長

竹
内

康
記
（
１
０
司
付
・
守
山
）

第
４
中
隊
へ

３
曹

中
條

大
河
（
３
５
普
連
・
守
山
）

第
５
中
隊
へ

２
曹

梅
野

真
一
（
３
５
普
連
・
守
山
）

３
曹

井
上

将
仁
（
３
５
普
連
・
守
山
）

重
迫
撃
砲
中
隊
へ

１
曹

緒
方

要
（
３
５
普
連
・
守
山
）

２
曹

堀

大
心
（
１
４
普
連
・
金
沢
）

３
曹

宗
廣

一
真
（
１
４
普
連
・
金
沢
）
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本
部
管
理
中
隊

１
曹

守
屋

光
太
郎
（
第
２
中
隊
）

３
曹

安
達

伸
童
（
第
４
中
隊
）

第
１
中
隊

２
曹

小
笹

大
地
（
本
管
中
隊
）

第
４
中
隊

１
尉

米
山

幸
一
（
連
隊
本
部
）

本
部
管
理
中
隊
か
ら

曹
長

増
井

慎
也
（
豊
川
駐
業
・
豊
川
）

１
曹

松
井

真
也
（
部
訓
評
・
北
富
士
）

３
曹

清
水

貴
大
（
評
支
隊
・
滝
ケ
原
）

第
１
中
隊
か
ら

２
曹

細
井

忠
（
１
４
普
連
・
金
沢
）

２
曹

千
田

祐
治
（
１
４
普
連
・
金
沢
）

２
曹

新
田

真
生
（
八
重
山
警
・
石
垣
）

第
３
中
隊
か
ら

１
尉

足
立

俊
宏
（
３
曹
教
隊
・
板
妻
）

１
曹

酒
井

久
（
３
５
普
連
・
守
山
）

第
５
中
隊
か
ら

曹
長

正
木

悟
（
１
４
普
連
・
金
沢
）

１
曹

梅
村

純
一
（
３
５
普
連
・
守
山
）

２
曹

寺
西

悠
（
装
備
実
隊
・
富
士
）

令
和
７
年
度
情
報
管
理
検
査
（
前
期
）

・

物

品

管

理

検

査

（

前

期

）

優

秀

隊

員

第
４
級
賞
詞
（
10
万
㎞
）

第
３
中
隊

２
曹

栗
田

直
昭

第
４
級
賞
詞
（
５
万
㎞
）

第
１
中
隊

３
曹

田
中

智
也

車
両
無
事
故
走
行

３
等
陸
尉
へ第

３
中
隊

星
野

俊
二

重
迫
撃
砲
中
隊
か
ら

曹
長

谷

靖
治
（
３
５
普
連
・
守
山
）

１
曹

小
野

孝
志
（
３
５
普
連
・
守
山
）

１
曹

多
賀

理
一
郎
（
富
山
地
本
・
富
山
）

２
曹

小
川

潤
（
３
水
機
連
・
竹
松
）

本
部
管
理
中
隊

１
曹

上
坂

哲
蔵

同

２
曹

平
田

弘
樹

同

３
曹

和
田

一
也

第
１
中
隊

２
曹

鈴
木

智
明

同

２
曹

星
場

彦
志

第
５
中
隊

２
曹

寺
西

悠

重
迫
撃
砲
中
隊

２
曹

内
藤

市
史

同

２
曹

小
川

潤

隊
員
自
主
募
集
に
よ
る
表
彰

第
３
中
隊

１
尉

足
立

俊
宏

同

１
曹

酒
井

久

同

２
曹

矢
澤

信
也

陸
曹
長
へ

第
２
中
隊

橋
本

芳
宏

第
３
中
隊

片
渕

広
樹

１
等
陸
曹
へ本

部
管
理
中
隊

阿
部

裕
一

同

後
藤

靖

第
２
中
隊

守
友

貴
明

２
等
陸
曹
へ第

３
中
隊

平
松

絹
絵

同

末
吉

範
行

第
５
中
隊

馬
場

友
宏

重
迫
撃
砲
中
隊

津
幡

智
秋

准
陸
尉
へ

重
迫
撃
砲
中
隊

阿
比
留

嘉
海

陸
曹
長
へ

本
部
管
理
中
隊

宮
内

崇
充

第
２
中
隊

井
上

直
樹

第
５
中
隊

竹
内

知
博

重
迫
撃
砲
中
隊

小
林

紀
美
江

１
等
陸
曹
へ本

部
管
理
中
隊

舘
川

剛

同

枩
浦

健

同

渡
會

浩
太

第
１
中
隊

開

典
康

第
２
中
隊

香
村

基
晴

同

渡
邉

浩
章

第
３
中
隊

植
村

和
博

同

大
野

晋

同

坂
井

摩
弥

同

巽

豊
和

第
５
中
隊

小
野

暁
広

同

山
田

貴
史

重
迫
撃
砲
中
隊

綿

里
美

２
等
陸
曹
へ本

部
管
理
中
隊

諏
訪

和
男

第
１
中
隊

沖
村

崇
雄

同

倉
川

渉

同

坊

尚
樹

同

村
田

秀
治

第
２
中
隊

荒
井

信
也

同

板
谷

友
洋

同

近
藤

信
浩

同

塩
路

尚
史

同

鈴
木

亮
太
郎

第
３
中
隊

藤
岡

明
巳

同

山
形

聡

第
４
中
隊

壹
岐

崇
司

同

山
本

雄
大

第
５
中
隊

岡
山

和
弘

同

中
村

茂
弘

同

中
村

玄
久

重
迫
撃
砲
中
隊

﨑
山

毅

３
等
陸
曹
へ本

部
管
理
中
隊

岩
田

誠

同

中
村

慎
吾

同

西
垣

治

第
１
中
隊

白
井

果
奈

同

松
井

博
道

同

松
田

和
倫

第
２
中
隊

柴
田

駆

第
４
中
隊

大
西

祐
輔

同

黒
井

信
彦

同

森
田

恵
子

同

広
橋

将
旗

同

森
村

廣

第
５
中
隊

長
畑

聡
真

同

北
山

尚
歩

同

櫻
井

健
史

同

櫻
井

亮
輔

重
迫
撃
砲
中
隊

北
川

和
輝

同

栗
山

裕
司

即
応
予
備
自
衛
官
昇
任
者

常
備
自
衛
官
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